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① 

② 

 

２０２６吹上浜砂の祭典を開催 

５月３日(日・祝)～５日(火・祝) 
 

「砂さんぽ～砂でつくる城物語～」を砂像テー

マに、『砂でつくる夢と感動！２０２６吹上浜砂

の祭典』が本年も南さつま市役所市民交流広場周

辺を中心に、ゆめぴか本町通りや加世田麓地区周

辺で開催されました。初日３日は雨に悩まされま

したが、３日間で５８，０００名の方々にご来場

いただきました。 
 

写真①：オープニングセレモニー テープカット 

写真②：南さつま市役所エリアの様子 

写真③：本町エリアの様子 

写真④：麓町エリアの様子 

写真⑤：花火と砂像 
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南さつま商工会議所会報 

   
三
月
二
十
七
日
（
金
）
通
常
議
員
総

会
が
、
当
商
工
会
議
所
二
階
会
議
室
で

開
催
さ
れ
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

    

 
             

二
〇
二
六
年
度
事
業
計
画 

概 
 

 
 

要 

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
二
〇
二
六
年
度
短
期

経
済
見
通
し
に
つ
い
て
下
振
れ
リ
ス
ク

は
残
る
も
の
の
景
気
は
穏
や
か
な
持
ち

直
し
を
続
け
る
と
み
て
い
ま
す
。
内
需

に
つ
い
て
は
春
闘
の
高
い
賃
上
げ
率
や

ボ
ー
ナ
ス
支
給
額
の
増
加
な
ど
家
計
を

取
り
巻
く
所
得
環
境
の
良
好
な
状
態
が

維
持
さ
れ
る
中
、
物
価
上
昇
率
が
徐
々

に
鈍
化
し
て
い
く
な
ど
個
人
消
費
は
増

加
基
調
を
維
持
し
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率 

   

廃
止
や
電
気
・
ガ
ス
代
補
助
な
ど
政
府

に
よ
る
物
価
高
対
策
も
一
時
的
に
個
人

消
費
を
下
支
え
し
、
企
業
の
設
備
投
資

に
よ
る
景
気
の
下
支
え
も
期
待
さ
れ
る

が
、
高
市
政
権
の
経
済
対
策
に
つ
い
て

は
大
幅
な
景
気
押
上
げ
効
果
は
見
込
ん

で
い
な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
二
月
の
解
散
総
選

挙
で
は
高
市
政
権
が
大
勝
利
し
政
治
が

安
定
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
令
和
八
年

度
の
当
初
予
算
を
早
期
に
成
立
さ
せ
、

期
待
の
持
て
る
政
策
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。 

南
さ
つ
ま
市
に
お
い
て
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
料
品
等
の
物
価
高
騰
か
ら
市

民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
十
倍

商
品
券
と
し
て
本
年
五
月
末
日
ま
で
使

用
で
き
る
「
よ
か
ど
十
倍
商
品
券
」
を

発
行
し
、
短
期
間
で
地
域
経
済
の
活
力

を
高
め
る
政
策
を
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。 

 

当
商
工
会
議
所
と
し
ま
し
て
も
、
国
・

県
・
市
の
施
策
を
受
け
、
事
業
者
の
相

談
窓
口
と
し
て
会
員
事
業
者
に
寄
り
添

い
な
が
ら
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

南
九
州
市
知
覧
へ
移
転
す
る
南
薩
地

域
振
興
局
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

南
さ
つ
ま
市
加
世
田
の
中
心
市
街
地
の

新
た
な
街
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
担

い
ま
す
の
で
、
市
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
一
緒
に
な
っ
て
南
薩
の
中
心
地
に
ふ

さ
わ
し
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
提
言
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
ふ
る
さ
と
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

を
活
用
し
た
商
品
開
発
、
県
内
外
の
物

産
展
に
参
加
し
て
の
販
路
拡
大
、
交
流

人
口
拡
大
に
向
け
た
魅
力
あ
る
街
づ
く

り
の
推
進
、
産
業
基
盤
の
一
層
の
整
備

促
進
な
ど
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

生
活
基
盤
に
つ
い
て
は
下
水
道
計
画

地
域
に
お
け
る
整
備
を
着
実
に
進
め
、

薩
摩
半
島
横
断
道
路
の
早
期
着
手
や
国

道
二
二
六
号
・
二
七
〇
号
の
整
備
促
進

の
要
望
活
動
、
河
川
海
岸
整
備
な
ど
地

域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
当
地
域
経
済

の
活
性
化
と
発
展
に
向
け
関
係
機
関
と

連
携
を
強
め
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

 

主 

要 

施 

策 

○
意
見
・
要
望
活
動
の
展
開 

令
和
五
年
五
月
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
が
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
扱
い
に
な
り
様
々
な

活
動
が
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
に
戻
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
社
会
・
経
済
の
変 

化
に
迅
速
に
対
応
し
た
事
業
活
動
を
進 

め
て
い
く
た
め
、
地
域
振
興
や
産
業
振 

興
、
景
気
対
策
、
中
小
・
小
規
模
企
業 

対
策
、
環
境
問
題
な
ど
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持 

続
可
能
な
開
発
目
標)

へ
の
取
り
組
み 

や
様
々
な
課
題
に
、(

一
社)

鹿
児
島
県 

商
工
会
議
所
連
合
会
と
と
も
に
、
国
を 

は
じ
め
鹿
児
島
県
や
南
さ
つ
ま
市
な
ど 

へ
適
宜
適
切
な
要
望
、
提
言
活
動
を
進 

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

南
九
州
市
へ
移
転
後
の
南
薩
地
域
振 

興
局
及
び
旧
薩
南
病
院
の
跡
地
利
活
用 

に
つ
い
て
も
、
引
続
き
皆
様
方
の
意
見 

を
伺
い
、
南
さ
つ
ま
市
な
ど
と
も
協
議 

を
進
め
な
が
ら
提
言
な
ど
の
活
動
が
で 

き
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

○
商
業
・
商
店
街
活
性
化
対
策 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
限
ら
ず
、
全 

業
種
に
共
通
す
る
原
材
料
費
等
の
高
騰

対
策
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
販
売
促
進

や
、
情
報
提
供
な
ど
の
施
策
を
推
進
致

し
ま
す
。 

 

ま
た
、
中
心
商
店
街
の
活
性
化
の
た 

め
に
こ
れ
ま
で
同
様
、
南
さ
つ
ま
市
の 

「
中
小
企
業
者
応
援
事
業
の
中
の
商
店 

街
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
」
な
ど
を
活 

用
し
て
関
係
機
関
や
周
辺
地
域
と
一
体 

と
な
っ
た
街
づ
く
り
対
策
を
皆
様
と
共 

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

消
費
の
域
外
流
出
対
策
と
地
元
消
費 

の
拡
大
に
よ
る
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の 

活
性
化
、
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を 

目
的
に
平
成
十
二(

二
〇
〇
〇)

年
か
ら 

発
行
を
始
め
た
「
南
さ
つ
ま
市
共
通
商 

品
券
」
は
、
着
実
に
推
移
し
て
お
り
、 

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ 

い
て
い
ま
す
。 

未
使
用
の
商
品
券
の
解
消
策
と
し 

て
消
費
者
の
利
用
促
進
策
と
と
も
に 

平
成
三
十(

二
〇
一
八)

年
度
か
ら
加
盟

店
年
会
費
を
無
料
に
し
、
消
費
者
の
利

便
性
向
上
の
た
め
に
今
後
も
加
盟
店
拡

大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
市
内
消
費
に
刺
激
を
与
え
、 

二
〇
二
六
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
を
承
認 

販売促進に「南さつま市共通商品券」の取扱を始めませんか。ただ今加盟店募集中！ 

 

 

 

第３４３回議員総会の模様 

＝商工会議所２階会議室 
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市
内
経
済
の
活
力
回
復
及
び
産
業
振
興 

に
努
め
る
た
め
、
令
和
七
年
度
に
引
き 

続
き
南
さ
つ
ま
市
の
「
中
小
企
業
者
応 

援
事
業
の
中
の
キ
バ
レ
商
店
街
応
援
事 

業
」
を
活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品 

券
の
発
行
を
含
め
た
商
品
券
発
行
事
業 

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

○
農
水
商
工
連
携
の
促
進 

南
さ
つ
ま
市
に
は
多
く
の
農
林
水

産
畜
産
物
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
資

源
を
活
用
し
て
新
商
品
開
発
や
新
た
な

市
場
開
拓
等
を
目
的
に
、「
南
さ
つ
ま
市

ふ
る
さ
と
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
令
和

七
年
度
に
開
催
致
し
ま
し
た
。 

隔
年
実
施
の
令
和
八
年
度
は
商
品

開
発
の
時
間
や
、
既
存
商
品
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
う
年
度
と
致
し
ま
す
。 

 

ま
た
コ
ン
ク
ー
ル
出
品
後
の
販
売
促 

進
策
と
し
て(

一
社)

鹿
児
島
県
商
工
会 

議
所
連
合
会
が
大
阪
市
に
出
店
し
た 

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
大
阪
「
か
ご
し
ま
屋
」
や 

東
京
有
楽
町
に
あ
る
鹿
児
島
の
物
産
館 

「
か
ご
し
ま
遊
楽
館
」
で
の
販
売
促
進 

（
予
定
）
、
こ
れ
ま
で
日
本
全
国
の
こ
だ 

わ
り
商
品
を
取
り
扱
う
卸
売
業
の 

(

株)

五
味
商
店
（
所
在
地
：
千
葉
県
） 

と
連
携
し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・ 

ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
へ
の
参
加
を
し
て
い 

ま
す
が
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
も
令
和 

八
年
度
も
引
き
続
き
展
開
し
て
ま
い
り 

ま
す
。 

○
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の
推
進 

地
域
に
根
差
し
た
小
規
模
事
業
者 

に
光
を
当
て
た
「
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
」
及
び
「
商
工
会
及
び
商
工
会
議

所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
平
成
二
十
六(

二
〇
一
四)

年
六
月
に

成
立
し
て
十
二
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

国
の
施
策
は
「
小
規
模
事
業
者
の
た 

め
」
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
毎
年
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。 「

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」 

や
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
「
も
の

づ
く
り
補
助
金
」
、
事
業
承
継
の
た
め
の

「
事
業
承
継
引
き
継
ぎ
補
助
金
」
な
ど
、

様
々
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
補

助
金
の
認
知
度
、
利
用
者
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。 

創
業
当
時
か
ら
、
補
助
金
を
効
果
的 

に
活
用
し
、
事
業
計
画
を
遂
行
さ
れ
る

方
々
が
増
え
て
い
る
の
も
よ
く
聞
か
れ

る
事
象
で
す
。
創
業
支
援
に
関
し
ま
し

て
も
、
令
和
七
年
度
「
創
業
塾
」
を
久
々

に
開
講
致
し
ま
し
た
が
、
令
和
八
年
度

も
引
き
続
き
実
施
す
る
計
画
で
す
。 

 

一
方
で
は
事
業
主
の
高
齢
化
に
伴
い
、 

事
業
承
継
問
題
が
避
け
て
は
通
れ
な
い 

重
要
課
題
で
す
。
鹿
児
島
県
事
業
承
継 

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
密
接
に
情 

報
交
換
を
行
い
、
円
滑
な
支
援
に
繋
が 

る
よ
う
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

創
業
・
事
業
承
継
だ
け
で
な
く
、
幅 

広
く
支
援
体
制
を
整
え
、
支
援
施
策
の 

最
大
限
の
有
効
活
用
と
共
に
、
南
さ
つ 

ま
市
が
実
施
す
る
利
子
補
給
補
助
金
制 

度
や
保
証
料
補
助
制
度
、
空
き
店
舗
等 

活
用
事
業
補
助
金
、
鹿
児
島
県
よ
ろ
ず 

支
援
拠
点
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
を
は 

じ
め
、
各
金
融
機
関
と
の
連
携
を
密
に 

し
、
持
続
的
発
展
の
た
め
に
全
力
で
支 

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

二
〇
二
六
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら 

十
五
年
を
迎
え
ま
す
。
災
害
は
い
つ
、 

ど
こ
で
、
何
が
起
き
る
か
予
測
不
能
で 

あ
る
こ
と
が
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
被
災
し 

た
場
合
、
事
業
の
立
て
直
し
や
従
業
員

の
安
全
確
保
等
、
危
機
管
理
計
画
を
事

前
に
決
め
て
お
く
こ
と
も
大
変
重
要
で

す
。
ま
た
こ
う
い
っ
た
行
動
計
画
は
、

今
後
の
新
た
な
感
染
症
対
策
に
も
有
効

に
機
能
し
ま
す
。 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（B

u
s
i
n
e
s
s
 
c
o
n
t
i
n
u
i
t
y
 
 

p
l
a
n
n
i
n
g

：
事
業
継
続
計
画
）
を
策
定

す
る
こ
と
は
、
事
業
を
行
う
上
で
今
や

「
必
需
品
」
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な

補
助
金
申
請
の
際
に
も
、
「
加
点
項
目
」

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え

て
き
ま
し
た
。 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今 

後
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
会
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
員
事
業
所
の
後
継
者
や 

従
業
員
等
の
教
育
事
業
や
ス
キ
ル
ア
ッ 

プ
の
た
め
に
、
中
小
企
業
大
学
校
人
吉 

校
を
は
じ
め
と
す
る
、
全
国
の
中
小
企 

業
大
学
校(

全
国
九
カ
所)

で
開
催
さ
れ 

る
研
修
の
受
講
料
の
一
部
を
当
所
が
負 

担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
事
業
所
の 

加
入
メ
リ
ッ
ト
と
経
費
負
担
軽
減
、
人 

材
教
育
等
に
寄
与
す
る
た
め
「
人
材
育 

成
事
業
（
受
講
料
）
助
成
制
度
」
も
ご 

活
用
く
だ
さ
い
。 

○
竹
田
神
社
周
辺
整
備
の
促
進 

地
域
資
源
で
あ

る
歴
史

と
文
化 

を
育
ん
だ
竹
田
の
杜
を
守
り
、
日
新
公 

の
奉
ら
れ
て
い
る
竹
田
神
社
周
辺
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

の
進
展
に
繋
が
る
も
の
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
の
連
携
を 

深
め
て
「
南
さ
つ
ま
の
誇
れ
る
歴
史
観 

光
資
源
」
と
し
て
の
ハ
ー
ド
面
、「
生
き 

て
い
る
町
並
み
博
物
館
」
と
し
て
の
魅 

力
発
見
の
機
会
づ
く
り
と
し
て
「
加
世 

田
麓
ま
ち
歩
き
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
等 

ソ
フ
ト
面
の
両
面
か
ら
、
令
和
元
（
二 

〇
一
九
）
年
に
鹿
児
島
県
と
県
内
の
九 

市
に
残
る
九
五
の
文
化
財
で
構
成
さ
れ 

た
「
薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町
～
武
家 

屋
敷
群
麓
を
歩
く
～
」
の
「
日
本
遺
産
」 

に
認
定
さ
れ
た
う
ち
の
ひ
と
つ
と
し
て 

の
「
加
世
田
麓
」
と
併
せ
て
加
世
田
麓 

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区(

令
和
元 

年
度
登
録)

と
周
辺
の
商
店
街
が
一
体 

と
な
っ
た
地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
動 

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

○
環
境
問
題
へ
の
対
応 

環
境
問
題
は
、
経
済
活
動
の
す
べ
の 

分
野
に
お
い
て
対
応
を
求
め
ら
れ
て
お 

り
、
環
境
に
配
慮
し
た
経
営
が
重
要
課 

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２ 

の
抑
制
、
自
然
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ 

ー
の
活
用
な
ど
の
情
報
収
集
と
提
供
を 

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
恵
み
豊
か
な
南
さ
つ
ま
地
域 

の
く
ら
し
と
河
川
・
海
岸
の
自
然
環
境

を
守
り
育
て
て
行
く
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ(

持
続
可
能
な
開
発
目
標)

の
中
で
も

特
に
「
14
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」「
15

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
を
目
標
に
日

常
の
経
済
活
動
の
中
で
、
環
境
に
配
慮 

取引先の突然の倒産。そんなときあなたを守る、安心の共済「経営セーフティ共済」 
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し
た
企
業
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
る 

「
南
さ
つ
ま
河
川
・
海
岸
環
境
保
全
対

策
協
議
会
」
と
共
に
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被

害
に
あ
っ
た
個
所
な
ど
の
「
環
境
の
森
」

の
整
備
事
業
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

○
広
域
連
携
へ
の
対
応 

南
さ
つ
ま
市
の
商
工
業
の
活
性
化 

を
図
る
た
め
、
南
さ
つ
ま
市
商
工
会
と

一
緒
に
な
っ
て
構
成
す
る
「
南
さ
つ
ま

商
工
団
体
協
議
会
」
に
お
い
て
意
見
交

換
・
要
望
活
動
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
薩
摩
半
島
地
域
の
一
体
的
振 

興
を
目
指
す
た
め
、
幹
線
道
路
の
整
備 

促
進
や
薩
摩
半
島
横
断
道
路
（
南
さ
つ 

ま
市
～
指
宿
市
）
が
、
令
和
三(

二
〇
二 

一)

年
六
月
に
「
か
ご
し
ま
新
広
域
道
路 

交
通
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
計
画
」
が
策
定
さ 

れ
「
薩
摩
半
島
横
断
道
路
」
が
構
想
路 

線
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

早
期
整
備
を
促
進
す
る
た
め
早
期
ル 

ー
ト
選
定
に
向
け
て
令
和
七(

二
〇
二

五)

年
三
月
に
決
起
大
会
を
開
催
し
た

「
薩
摩
半
島
横
断
道
路
建
設
促
進
協
議

会
」
及
び
南
さ
つ
ま
市
内
の
道
路
、
河

川
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
促
進
に
向
け

て
「
南
さ
つ
ま
広
域
圏
道
路
・
河
川
整

備
促
進
協
議
会
」
、
国
道
二
二
六
号
の
整

備
促
進
や
薩
摩
半
島
西
南
部
地
域
の
観

光
産
業
振
興
等
、
地
域
活
性
化
を
目
的

に
活
動
し
て
い
る
「
南
さ
つ
ま
海
道
産

業
振
興
促
進
協
議
会
」
と
と
も
に
国
、

を
は
じ
め
鹿
児
島
県
や
南
さ
つ
ま
市
な

ど
の
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
や
更
な

る
機
運
醸
成
を
高
め
る
活
動
を
、
よ
り

一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
施
策
提

言
や
要
望
活
動
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 

○
組
織
活
動
の
充
実
・
強
化 

商
工
会
議
所
の
事
業
活
動
を
よ
り 

一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
部
会
活
動
や

委
員
会
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
各
種

会
合
を
通
じ
て
会
員
の
意
見
を
事
業
活

動
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
組
織
率

向
上
と
組
織
の
強
化
を
図
る
た
め
、
今

年
度
に
鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部

連
合
会
に
再
加
入
予
定
の
当
所
青
年
部

や
女
性
会
と
も
協
力
連
携
を
図
り
な
が

ら
会
員
加
入
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

 
ま
た
、
組
織
運
営
の
強
化
と
事
業
展 

開
を
図
る
た
め
財
政
基
盤
の
確
立
、
経 

費
の
節
減
、
事
務
の
合
理
化
・
効
率
化 

の
推
進
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応 

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
た 

各
種
施
策
な
ど
の
情
報
発
信
、
職
員
の 

資
質
の
向
上
な
ど
を
図
り
、
充
実
し
た 

会
員
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

具 

体 

的 

事 
項 

〈
地
域
振
興
に
関
す
る
事
項
〉 

①
国
、
県
道
の
改
良
等
、
交
通
基
盤
の 

整
備
促
進 

②
中
心
市
街
地
活
性
化
の
促
進
（
ま
ち

づ
く
り
や
こ
れ
か
ら
の
取
組
と
し
て
）

③
南
薩
地
域
の
広
域
観
光
に
関
す
る
調 

査
研
究 

④
環
境
問
題
へ
の
対
応
の
促
進
、
調
査

研
究 

⑤
新
し
い
産
業
の
誘
発
及
び
雇
用
創
出

な
ど 

⑥
イ
ベ
ン
ト
活
性
化
対
策
の
推
進
〈
南

さ
つ
ま
市
・
商
工
会
・
観
光
協
会
等

と
の
連
携
・
協
調
〉 

⑦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
利
活
用
に
つ
い 

 
 

 

て 

〈
運
営
に
関
す
る
事
項
〉 

①
議
員
総
会
、
常
議
員
会
、
正
副
会
頭 

会
議
の
開
催 

②
委
員
会
、
部
会
運
営
の
充
実 

③
会
員
相
互
の
親
睦
、
組
織
の
充
実
強 

 

化 

④
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰 

⑤
各
公
共
機
関
及
び
関
係
団
体
と
の
連 

携
強
化 

〈
業
務
に
関
す
る
事
項
〉 

①
意
見
活
動 

②
商
工
業
に
関
す
る
調
査
活
動
の
推
進

③
情
報
の
収
集
、
提
供 

④
商
取
引
の
紹
介
、
斡
旋
及
び
管
内
商 

工
業
者
に
関
す
る
証
明
、
調
査
等 

⑤
講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
の
開
催 

⑥
中
小
企
業
経
営
改
善
に
関
す
る
事
項 

⑦
金
融
に
関
す
る
事
項 

⑧
税
務
に
関
す
る
事
項 

⑨
労
働
及
び
福
祉
に
関
す
る
事
項 

⑩
商
工
技
術
の
振
興
に
関
す
る
事
項 

⑪
小
売
商
業
振
興
対
策
の
促
進 

⑫
大
規
模
小
売
店
舗
等
に
関
す
る
事
項 

⑬
進
出
企
業
、
地
場
産
業
の
振
興
に
関 

す
る
事
項 

⑭
観
光
振
興
に
関
す
る
事
項 

⑮
広
報
に
関
す
る
事
項 

⑯
特
定
商
工
業
者
に
関
す
る
事
項 

⑰
青
年
部
、
女
性
会
に
関
す
る
事
項 

⑱
駐
車
場
用
地
の
管
理 

⑲
環
境
問
題
へ
の
対
応
検
討 

事業場に労働者がいれば労働保険のご加入を！手続き等は当所事務組合へ！！ 

令和８年度 収支予算書 総括表 （単位：円） 

会  計  名  称 ①本年度予算 ②前年度予算 
比較増減（△） 

（①－②） 
前年対比 

一 般 会 計 27,363,000 27,400,000 △37,000 99.86％ 

小 規 模 事 業 指 導 費 特 別 会 計 32,964,000 32,430,000 534,000 101.65％ 

収 益 事 業 特 別 会 計 18,100,000 20,488,000 △2,388,000 88.34％ 

特定退職金共済事業特別会計 69,851,000 69,781,000 70,000 100.10％ 

退 職 金 積 立 金 特 別 会 計 34,720,000 30,346,000 4,374,000 114.41％ 

共 通 商 品 券 特 別 会 計 7,097,000 6,898,000 199,000 102.88％ 

共 通 商 品 券 会 計 100,901,500 101,095,500 △194,000 99.81％ 

合        計 290,996,500 288,438,500 2,558,000 100.88％ 

 



（5）                                                                                   １５３号 

 

 

南さつま商工会議所会報 

   
当
所
の
会
員
事
業
所
に
永
年
勤
務

さ
れ
、
事
業
所
・
地
域
経
済
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
の
、
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
表
彰
式
が
三
月
二
十
七
日
（
金
）

午
後
四
時
よ
り
当
所
三
階
会
議
室
で
行

わ
れ
、
十
九
事
業
所
百
名
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 

【
三
十
年
表
彰
】 

 

六
名 

有 

馬 
 

 

毅
（
医
療
法
人
南
さ
つ
ま
中
央
病
院
） 

瀬 

戸 

孝 

幸
（
㈱
中
釜
電
設
） 

用 

貝 

嗣 

昭
（
㈱
中
釜
電
設
） 

山 

崎 

利 

幸
（
東
洋
ツ
ー
ル
工
業
㈱
） 

小 

長 

俊 

和
（
東
洋
ツ
ー
ル
工
業
㈱
） 

南 

脇 
 

 

勉
（
㈱
コ
ワ
ダ
ヤ
） 

 

【
二
十
年
表
彰
】 

二
十
七
名 

岡 
 

 

隆 

子
（
医
療
法
人
南
さ
つ
ま
中
央
病
院
） 

山
之
内 

 
 

亨
（
医
療
法
人
南
さ
つ
ま
中
央
病
院
） 

下 

窪 

沙 

紀
（
医
療
法
人
南
さ
つ
ま
中
央
病
院
） 

花
牟
禮 

直 

樹
（
㈱
加
世
田
京
極
） 

中 

﨑 

幸 

雄
（
㈱
シ
テ
ィ
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
） 

長 

野 
 

 

強
（
吹
上
焼
酎
㈱
） 

下 

畠 
 

 

信
（
吹
上
焼
酎
㈱
） 

田 

中 

智 

彦
（
本
坊
酒
造
㈱
津
貫
蒸
溜
所
） 

今 

釜 

義 

博
（
本
坊
酒
造
㈱
津
貫
蒸
溜
所
） 

加
治
佐 

健
太
郎
（
本
坊
酒
造
㈱
津
貫
蒸
溜
所
） 

瀬
戸
口 

博 

幸
（
東
洋
ツ
ー
ル
工
業
㈱
） 

東 
 

 

幸 

一
（
東
洋
ツ
ー
ル
工
業
㈱
） 

久 

保 

貴 

幸
（
㈱
コ
ワ
ダ
ヤ
） 

今 

村 

雅 

臣
（
㈱
コ
ワ
ダ
ヤ
） 

大 

山 

哲 

哉
（
㈱
コ
ワ
ダ
ヤ
） 

今 

村 

行 

夫
（
㈱
コ
ワ
ダ
ヤ
） 

橋 

口 

和 

幸
（
㈱
コ
ワ
ダ
ヤ
） 

濱 

﨑 

嵩 

史
（
㈱
山
野
井
） 

川 

口 

秀 

二
（
㈱
万
世
ス
ト
ア
ー
） 

中 

村 

容 

子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

今
別
府 

佳 

代
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

園 

田 

智 

行
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

松 

永 

さ
お
り
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

山 

下 
 

 

博
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

川 

口 

里
江
子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

畠 

野 
 

 

勉
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

嶺 

崎 
 

 

誠
（
昭
和
化
工
㈱
南
さ
つ
ま
工
場
） 

                          

                                      

【
十
年
表
彰
】 

三
十
五
名 

木
戸
口 

 
 

悟
（
医
療
法
人
南
さ
つ
ま
中
央
病
院
） 

藤 

田 

光 

雄
（
医
療
法
人
南
さ
つ
ま
中
央
病
院
） 

田 

代 

朋 

子
（
㈱
田
代
設
計
工
房
） 

鮫 

島 

佑 

治
（
㈱
吉
田
水
道
設
備
） 

佐
々
木 

雄 

介
（
本
坊
酒
造
㈱
津
貫
蒸
溜
所
） 

福 

﨑 

輝 

一
（
㈱
有
村
運
送
） 

西
久
保 

 
 

剛
（
㈱
有
村
運
送
） 

南 

部 

武 

教
（
㈱
山
川
物
流
） 

永 

原 

雄 

二
（
㈱
山
川
物
流
） 

下 

川 

浩 

一
（
あ
づ
ま
運
送
㈱
） 

山 

崎 

芳 

昭
（
あ
づ
ま
運
送
㈱
） 

黒 

山 

重 

和
（
あ
づ
ま
運
送
㈱
） 

満 

永 

智 

行
（
あ
づ
ま
運
送
㈱
） 

佐 

藤 
 

 

希
（
㈱
コ
ワ
ダ
ヤ
） 

古 

市 
 

 

渚
（
㈱
コ
ワ
ダ
ヤ
） 

上
捨
石 

昂
太
郎
（
㈱
コ
ワ
ダ
ヤ
） 

鮫 

島 
 

 

望
（
㈱
コ
ワ
ダ
ヤ
） 

浜 

砂 

達 

也
（
㈱
山
野
井
） 

田 

村 

綾 

夏
（
㈱
有
村
工
務
店
） 

迫 

田 

裕 

子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

薗 

田 

紀
礎
子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

古
屋
敷 

か
な
恵
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

柿 

木 

智 

子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

齋 

藤 

喜 

美
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

所 

崎 

友 

美
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

宇 

辰 

綾 

子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

検
見
崎 

千 

裕
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

山 

下 

栄 

奈
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

濵 

﨑 

節 

美
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

大 

橋 

舞 

美
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

今 

村 

あ
か
り
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

惠 
 

 

由 

夏
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

川 

原 

伸 

也
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

栫 
 

 

真
喜
子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

鮎 

川 

哲 

郎
（
昭
和
化
工
㈱
南
さ
つ
ま
工
場
） 

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式 

専門家の経験豊富なアドバイスで企業づくりのお手伝い「エキスパートバンク」 

  

 

 

  

  

  
  

２０年表彰受賞者＝商工会議所３階会議室  

  

  受賞者と正副会頭で記念撮影  

＝商工会議所３階会議室  

 



（6）                                                                                    １５３号 

 

 

南さつま商工会議所会報 

【
五
年
表
彰
】 

三
十
二
名 

𠮷 

峯 
 

 

清
（
㈱
田
代
設
計
工
房
） 

狭 
間 

伸 

也
（
㈱
加
世
田
京
極
） 

柿 
迫 

智 

哉
（
㈱
加
世
田
京
極
） 

村 

田 
翔 

平
（
㈱
吉
田
水
道
設
備
） 

今 

掛 

政 
幸
（
㈱
吉
田
水
道
設
備
） 

安 

田 

文 
夫
（
㈱
中
釜
電
設
） 

恒 

吉 

亜
武
呂
（
㈱
加
世
田
自
動
車
学
校
） 

髙 

野 
 

 

雄
（
㈱
有
村
運
送
） 

志 

風 

栄
一
郎
（
㈱
山
川
物
流
） 

吉
ノ
薗 

珠 

紀
（
㈱
山
川
物
流
） 

迫 

田 

結
稀
斗
（
東
洋
ツ
ー
ル
工
業
㈱
） 

狩 

集 

翔 

太
（
東
洋
ツ
ー
ル
工
業
㈱
） 

田 

村 

夏 

輝
（
㈱
有
村
工
務
店
） 

小
田
原 

千 

恵
（
㈱
有
村
工
務
店
） 

東
中
村 

む
つ
子
（
㈱
万
世
ス
ト
ア
ー
） 

深 

水 
 

 

武
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

福 

田 

律 

子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

池 

田 

美
江
子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

盛 

田 

浩 

豊
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

田 

中 

正 

子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

深 

海 

隆 

明
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

濵 

田 

ま
き
子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

新 

澤 

章 

子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

茶 

屋 

夏 

美
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

深 

野 
 

 

泉
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

園 

田 

烈 

也
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

尾 

方 

あ
つ
子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

花
牟
禮 

尚 

美
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

園 

田 

昌 

代
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

中 

熊 

洋 

子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ 

Ｖ
Ａ
Ｎ 

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｇ 

（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

宇 

都 

文 

子
（
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
） 

  

                                     

 
   

 

 
 

    

わずかな掛金で安心運転、かごしま共済の「自動車事故費用共済」申込受付中！ 

【役員・議員 職務執行者変更のお知らせ】 
 

人事異動により当所の役員・議員の職務執行者が下記の通り変更になっております。（敬称略） 

役 職 事 業 所 名 前 任 者 新 任 者 変更年月日 

常任顧問 

（３号議員） 

パナソニックデバイス

ＳＵＮＸ九州(株) 
三 輪 佳 範 石間伏 健 志 令和８年１月１日 

常 議 員 

（３号議員） 

(株)鹿児島銀行 

加世田支店 
新 山 真 吾 西 郷   修 令和８年４月１日 

常任顧問 

（３号議員） 

鹿児島トヨタ 

自動車(株) 加世田店 
寺 師   誠 船 場 利 美 令和８年４月１日 

常任顧問 

（１号議員） 

(株)南日本銀行 

加世田支店 
小 川   樹 西   謙太郎 令和８年４月１日 

 

【専務理事辞任と就任のご挨拶】 

☆
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆ 

  

  

 

  

このたび、３月末で商工会議所 

を辞任いたしました。 

振り返りますと、南さつま商工 

会議所の専務理事に就任してち 

ょうど１０年がたちました。 

この間深く記憶に残るものと

して、コロナウイルスにより世界中がパンデミッ

クに陥り、回復までに多くの月日を要したこと、

また、当会議所においては念願の神輿制作ができ

祭りを大いに盛り上げたことです。あと薩摩半島

横断道路が早期に着工できることを念じており

ます。 

最後になりますが、本当に長い間公私にわたり

皆様方より賜りましたご厚情に感謝し厚く御礼

申し上げます。 

今後は上東会頭のもと当会議所が益々発展す

ることと会員皆様のご多幸をお祈りし退任のあ

いさつといたします。 

長いことありがとうございました。 
 

令和８年３月３１日 本坊佳彦 

 

 

 

 

このたび、通常議員総会に 

於きまして商工会議所専務 

理事に選任され、４月１日付 

けをもちまして専務理事に 

就任致しました。 

ロシアによるウクライナ

侵攻から早４年が過ぎましたがいまだ停戦には

至らず、加えて中東ではイスラエル・アメリカに

よるイラン攻撃と世界情勢は混とんとしており、

その影響は大きく国内外の経済情勢はまことに

不安定な折柄ではありますが、商工会議所の使命

達成のため微力ながら渾身の努力をいたす所存

でございますので、何卒宜しくご指導ご鞭撻を賜

りますようお願い申し上げます。 
 

令和８年４月１日 山下秀紀 

 

 

 



（7）                                                                                   １５３号 

 

 

南さつま商工会議所会報 

     

 

 

 

国
道
二
七
〇
号
、
二
二
六
号
や
県
道

な
ど
の
幹
線
道
路
、
南
さ
つ
ま
市
の
市

道
、
河
川
の
整
備
促
進
を
目
的
に
南
さ

つ
ま
市
の
商
工
、
農
業
、
漁
業
団
体
な

ど
の
関
係
機
関
や
企
業
、
個
人
で
構
成

す
る
「
南
さ
つ
ま
広
域
圏
道
路
・
河
川

整
備
促
進
協
議
会
」
が
、
令
和
七
年
九

月
末
で
の
令
和
六
年
度
事
業
終
了
を
受

け
て
総
会
を
令
和
八
年
一
月
二
十
八
日

に
当
所
会
議
室
で
多
く
の
来
賓
と
会
員

の
出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。 

              

議
事
で
は
、
令
和
六
年
度
収
支
補
正

予
算
書
、
事
業
報
告
書
と
収
支
決
算
書
、

新
年
度
も
引
き
続
き
国
道
二
二
六
号
や
、

県
道
二
十
号
な
ど
の
幹
線
道
路
の
早
期

整
備
や
市
内
河
川
の
橋
梁
整
備
、
寄
洲

除
去
な
ど
の
要
望
活
動
へ
の
充
実
や

「
薩
摩
半
島
横
断
道
路
」
整
備
促
進
に

つ
い
て
、
薩
摩
半
島
横
断
道
路
建
設
促

進
協
議
会
や
南
さ
つ
ま
河
川
・
海
岸
環

境
保
全
対
策
協
議
会
な
ど
と
の
協
力
を

含
め
た
事
業
計
画
書
と
収
支
予
算
書
案

を
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。 

               
 

 

    

令
和
八
年
三
月
十
二
日
に
当
所
と

南
さ
つ
ま
市
商
工
会
で
構
成
す
る
南

さ
つ
ま
市
商
工
団
体
協
議
会
は
、
南
さ

つ
ま
市
と
令
和
七
年
度
の
南
さ
つ
ま

市
行
政
懇
談
会
を
関
係
者
約
三
十
五

名
が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
当
所
顧
問
で
も
あ
る
園
田

県
議
会
副
議
長(

当
時)

か
ら
県
政
報 

告
が
あ
り
、
次
に
講
話
と
し
て
本
坊
南

さ
つ
ま
市
長
か
ら
令
和
八
年
度
の
市
政

方
針
や
新
規
事
業
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

              
 

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
南
さ
つ

ま
市
総
合
政
策
課
の
井
尻
課
長
か
ら

「
南
さ
つ
ま
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
と

経
済
振
興
に
向
け
て
」
と
題
し
て
移
転

後
の
南
薩
地
域
振
興
局
跡
地
利
活
用
と

し
て
市
が
打
ち
出
し
て
い
る
「
南
薩
地

域
交
流
拠
点
施
設(

仮
称)

南
さ
つ
ま
交

流
プ
ラ
ザ
」
の
整
備
検
討
状
況
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
な
ど
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
募
集
実
施
な
ど
の
経
過
説
明
と

事
業
手
法
や
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
当
所
、
商
工
会
を
は
じ
め
商
工
会
議

所
青
年
部
や
女
性
会
、
青
年
会
議
所
の

出
席
者
か
ら
も
南
薩
に
ふ
さ
わ
し
い
機

能
を
備
え
た
施
設
の
整
備
に
向
け
て
意

見
が
出
さ
れ
、
今
後
も
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
利
活
用
の
整
備
構
想
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

               

個人事業所の日常の記帳事務軽減に当所の「記帳代行」のご利用を！ 

南
さ
つ
ま
広
域
圏
道
路
・ 

河
川
整
備
促
進
協
議
会 

第
二
十
六
回
総
会
を
開
催 

国
道
二
二
六
号
整
備
な
ど 

要
望
活
動
を
継
続 

令
和
七
年
度 

南
さ
つ
ま
市
行
政
懇
談
会
を
開
催 

  

園田幹事長による開会挨拶  

＝商工会議所３階会議室 

  

南さつま市や各団体関係者が出席した懇談会  

＝商工会議所２階会議室 

 

多くの来賓と会員が出席した協議会総会  

＝商工会議所３階会議室  

 
南さつま市や各団体関係者が出席した懇談会  

＝商工会議所２階会議室 

二
〇
二
六
年
も
南
さ
つ
ま
商
工

会
議
所
は
、『
健
康
経
営
優
良
法
人
』

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

         

「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」
と

は
、
経
済
産
業
省
と
日
本
健
康
会
議
が

健
康
経
営
に
取
り
組
む
優
良
な
法
人
を

認
定
す
る
制
度
で
す
。 

 

健
康
経
営
優
良
法
人
に
認
定
さ
れ
る

と
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

認
定
取
得
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
商

工
会
議
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

（
☎
〇
九
九
三―

五
三―

二
二
四
四
） 

      

 



（8）                                                                                    １５３号 
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一
月
十
七
日
（
土
）『
蘇
る
吹
上
浜
白

砂
青
松
の
森
植
樹
祭
』
～
第
二
十
三
回

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
活
動
・

２
０
２
５
九
州
森
林
の
日
植
樹
祭
連
携

行
事
～
（
主
催
：
鹿
児
島
県
、
他
森
林

関
係
団
体
）
が
開
催
さ
れ
、
当
所
に
協

議
会
が
あ
り
ま
す
、「
南
さ
つ
ま
河
川
・

海
岸
環
境
保
全
対
策
協
議
会
（
会
長
：

上
東
伸
太
郎
南
さ
つ
ま
商
工
会
議
所
会

頭
）
」
の
構
成
団
体
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

会
長
他
三
十
名
で
参
加
し
ま
し
た
。 

 

午
前
十
時
よ
り
、
県
立
吹
上
浜
海
浜

公
園
に
て
式
典
が
あ
り
、
終
了
後
海
浜

公
園
隣
接
国
有
林
に
移
動
し
、
参
加
者

約
六
五
〇
名
で
、
約
二
千
本
の
抵
抗
ク

ロ
マ
ツ
や
タ
ブ
の
木
を
植
栽
し
ま
し
た
。 

            

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
一
月
と

は
思
え
ぬ
暖
か
い
日
で
し
た
。
昨
年
度

は
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被
害
が
広
が
り
、
多

く
の
ク
ロ
マ
ツ
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
植
栽
し
た
ク
ロ
マ
ツ
が
立
派
に
育

っ
て
森
を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。 

           

 
 

  
  

南
さ
つ
ま
市
地
域
の
河
川
・
海
岸
環

境
を
保
全
創
出
し
、
河
川
や
海
岸
の
愛

護
思
想
の
普
及
啓
発
活
動
を
進
め
て

い
る
「
南
さ
つ
ま
河
川
・
海
岸
環
境
保

全
対
策
協
議
会
（
会
長
：
上
東
会
長
南

さ
つ
ま
商
工
会
議
所
会
頭
）
」
で
は
、

構
成
団
体
か
ら
の
要
望
を
基
に
要
望

書
を
作
成
し
、
毎
年
鹿
児
島
県
に
要
望

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。 

           

実
際
昨
年
八
月
、
台
風
十
二
号
の
影

響
に
よ
る
加
世
田
内
山
田
で
の
浸
水
・

冠
水
被
害
も
発
生
し
て
お
り
、
台
風
等

に
よ
る
大
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
水

害
・
土
砂
災
害
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
河
川
流
域

一
帯
の
治
水
・
防
災
対
策
と
河
川
環
境

の
向
上
等
を
図
る
こ
と
な
ど
、
十
四
の

要
望
事
項
を
掲
げ
要
望
書
を
作
成
し
、

三
月
五
日
（
木
）
午
前
十
時
三
十
分
に
、

上
東
会
長
と
田
代
幹
事
長
と
事
務
局

の
四
名
で
、
南
薩
地
域
振
興
局
の
森
元

幸
友
建
設
部
長
へ
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。 

  

 

加
世
田
地
区
青
色
申
告
会
総
会
を 

二
月
五
日(

木)

に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

令
和
七
年
の
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算(

案)

の
報
告
が
あ
り
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
後
、
令
和
八
年
の
事
業
計
画

(

案)

並
び
に
収
支
予
算(

案)

を
審
議
し
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

   
 

          

 
    

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
前
に
、

税
理
士
の
竹
下
幸
大 

氏(

税
理
士
法
人

甲
南
総
合
会
計
枕
崎
支
店)

を
講
師
に

「
所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
決
算

講
習
会
」
を
二
月
五
日(

木)

に
開
催
し

ま
し
た
。 

 

最
初
に
令
和
七
年
の
法
改
正
で
変
更

の
あ
っ
た
「
基
礎
控
除
」
の
金
額
を
、

特
に
手
書
き
の
場
合
は
注
意
す
る
よ
う

解
説
が
あ
り
ま
し
た
。 

              

次
に
決
算
書
作
成
の
注
意
点
と
し
て

は
、
十
二
月
の
売
上
高
の
処
理
を
一
月

の
売
上
と
誤
認
し
な
い
こ
と
、
接
待
交

際
費
や
雑
費
の
計
上
は
事
業
遂
行
上
必

要
な
経
費
か
確
認
す
る
こ
と
、
最
後
に

令
和
七
年
申
告
に
お
け
る
消
費
税
の
基

準
年
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
始
ま
っ
た
令

和
五
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
合
計
金
額

が
一
千
万
円
以
上
だ
と
二
割
特
例
が
選

択
で
き
な
い
た
め
注
意
す
る
よ
う
に
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

令和７年１１月１日より適用 ～鹿児島県の最低賃金「時給１，０２６円」～ 

蘇
る
吹
上
浜
白
砂
青
松
の
森 植

樹
祭 

令
和
七
年
所
得
税
・
消
費
税
の 

確
定
申
告
決
算
講
習
会 

  

  

式典後参加者で記念撮影  

＝吹上浜海浜公園 

講習会の様子＝商工会議所３階会議室 

加
世
田
地
区
青
色
申
告
会
総
会 

  

 

 

総会の様子＝商工会議所２階会議室 

南
さ
つ
ま
河
川
・
海
岸
環
境
保
全

対
策
協
議
会
が
県
へ
要
望
書
提
出

活
動 

 

 

上東会長から森友建設部長へ要望書  

提出 ＝南薩地域振興局３階会議室  

 

 植栽の様子＝海浜公園隣接国有林 
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● 
企
業
等
視
察
研
修
事
業 

● 

 

一
月
十
五
日
（
木
）
か
ら
十
六
日
（
金
）

に
か
け
、
参
加
者
六
名
に
て
、
霧
島
市
・

鹿
屋
市
へ
企
業
等
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。 

 
 

 
 

          

十
五
日
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

製
造
等
を
行
う(

株)

ユ
ピ
テ
ル
鹿
児
島
、

錫
の
殿
堂
岩
切
美
巧
堂
薩
摩
錫
器
工
芸

館(

株) 

（
か
つ
て
は
錫
山
で
産
出
さ
れ

る
錫
を
使
用
し
た
錫
器
を
製
造
販
売
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
）
、
大
海
酒
造

(

株)

の
三
カ
所
を
、
十
六
日
は
農
福
連

携
を
掲
げ
る
敬
心
グ
ル
ー
プ(

株)

ケ
イ

シ
ン
か
や
の
郷
、
農
薬
散
布
や
点
検
な

ど
幅
広
い
ド
ロ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

(

同)

シ
ス
ル
ナ
ベ
ー
ス
、
創
作
生
か
る

か
ん
で
有
名
な(

有)

徳
重
製
菓
霧
や
櫻

や
の
三
カ
所
を
見
学
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
十
五
日
の
夜
に
は
鹿
屋
Ｙ
Ｅ

Ｇ
と
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

原
材
料
の
価
格
高
騰
や
人
手
不
足
、 

機
械
化
や
働
き
方
改
革
の
推
進
な
ど
に

つ
い
て
現
場
で
話
を
聞
き
つ
つ
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
視
察

研
修
に
な
り
ま
し
た
。 

             
● 

南
薩
三
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会 

● 
一
月
三
十
一
日
（
土
）
、
南
さ
つ
ま
・

枕
崎
・
指
宿
の
南
薩
三
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

を
、
南
さ
つ
ま
Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
管
で
開
催
し
、

合
計
三
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

ミ
ニ
バ
レ
ー
と
モ
ル
ッ
ク
を
プ
レ

ー
し
た
後
、
午
後
六
時
よ
り
お
好
み
焼

き
遊
庭
で
行
わ
れ
た
懇
親
会
は
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

            

● 

総 

会 

● 

 

四
月
十
三
日(

月)

午
後
六
時
三
十
分

よ
り
当
所
三
階
会
議
室
に
て
、
令
和
八

年
度
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

令
和
七
年
度
の
事
業
経
過
報
告
並
び

に
収
支
決
算(

案)

、
令
和
八
年
度
の
事

業
計
画(

案)

並
び
に
収
支
予
算(

案)

が

審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

             

ま
た
今
年
は
役
員
改
選
が
あ
り
、
新
役

員
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

会 
 

長 

井 

料 

佑 

輔 

副 

会 

長 

上 

村 

洋 

介 

副 

会 

長 

宮
ケ
谷 

 
 

滝 

専
務
理
事 

山 

下 

一 

剛 

副
専
務
理
事 

外 

園 

隼 

人 

直
前
会
長 

中 

村 

勇
治
朗 

理 
 
 
 

事 

淵 

脇 

樹 

里 

理 
 
 
 

事 

十 

田 

耕
太
郎 

理 
 
 
 

事 

古 

賀 

和 

樹 

理 
 
 
 

事 
田 

代 

直 

樹 

理 
 

事 

村 
田 

翔 

平 

理 
 

事 

坂 
上 

勇 

樹 

理 
 

事 

岩 

城 
 

 

丈 

理 
 

事 

原 

口 

裕 

江 

理 
 

事 

福 

島 
 

 

大 

監 
 

事 

岡 

田 

太 

朗 

監 
 

事 

中
玉
利 

拓 

也 

 

総
会
途
中
、
指
宿
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
い
ち
き

串
木
野
Ｙ
Ｅ
Ｇ
そ
れ
ぞ
れ
の
周
年
事
業

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
も
あ
り

ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
は
場
所
を
焼
肉
か
ご
し

ま
に
移
し
、
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

来
賓
及
び
会
員
他
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の

皆
さ
ん
も
含
め
総
勢
約
五
十
名
の
参
加

者
と
な
り
、
大
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し

た
。 ◎ 

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
新
年
会 

◎ 

 

一
月
二
十
一
日
（
水
）
松
屋
旅
館
に
て

午
後
六
時
三
十
分
よ
り
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ

会
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

小
田
幹
事
長
の
司
会
進
行
、
清
木
場

会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
上
東
会
頭
の
乾

杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

            

美
味
し
い
料
理
と
お
酒
で
お
腹
が
満

た
さ
れ
た
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り

上
が
り
、
上
村
青
年
部
専
務
理
事
の
締

め
の
挨
拶
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

プレゼントやイベントの景品に「南さつま市共通商品券」のご利用を！ 

青
年
部
だ
よ
り 

   
新体制となった青年部＝商工会議所３階会議室 

  
新年会の様子＝松屋旅館 

 

 

 

参加者で記念撮影＝内山田小学校跡  

徳重社長から説明を聞く様子  

＝(有)徳重製菓とらや 

鹿屋ＹＥＧとの交流会の様子  

＝ビジネスホテルしらさぎ  
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● 

新
年
会 

● 

 

一
月
二
十
日(

火)

午
後
七
時
よ
り
、

(

有)

村
田
旅
館
に
て
、
女
性
会
新
年
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

宮
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
全
員
で
一

月
一
日
を
歌
っ
た
後
、
来
賓
の
ご
紹
介

が
あ
り
、
来
賓
を
代
表
し
て
上
東
会
頭

の
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
始
し
ま
し
た
。 

 

美
味
し
い
お
食
事
や
お
酒
で
お
腹
も

満
た
さ
れ
た
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
女

性
会
恒
例
委
員
会
対
抗
ゲ
ー
ム
と
し
て
、

総
務
委
員
会
（
鎌
田
委
員
長
）
考
案
、

曲
名
当
て
ゲ
ー
ム
を
し
、
事
業
委
員
会

（
山
口
委
員
長
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

               

     

● 

出
水
商
工
会
議
所
女
性
会
と
の 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

交
流
会 

● 

二
月
一
日
（
日
）
出
水
商
工
会
議
所

女
性
会
会
員
八
名
が
研
修
視
察
と
し
て
、 

南
さ
つ
ま
市
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。 

宮
本
会
長
の
お
母
様
で
、
昨
年
度
当

女
性
会
で
も
ご
講
演
い
た
だ
い
た
、
吉

峯
睦
子
氏
に
、(

株)

丁
子
屋
の
石
蔵
で

ご
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

睦
子
氏
の
講
話
に
感
動
し
、
涙
す
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で
す
。 

               

そ
の
後
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
ピ
ッ
ツ

ェ
リ
ア
Ｙ
Ｕ
Ｕ
に
会
場
を
移
し
、
当
女

性
会
か
ら
も
宮
本
会
長
他
七
名
が
参
加

し
、
食
事
を
し
な
が
ら
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

地
域
活
性
化
に
向
け
て
の
女
性
会

と
し
て
の
取
り
組
み
や
会
員
相
互
の

交
流
・
親
睦
、
会
員
増
強
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
を
行
い
、
お
互
い
の
活
動
も

知
り
、
親
睦
も
深
め
る
素
敵
な
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

          
 

                

経営者にも退職金を！「小規模企業共済」は、国の共済制度です。 

 

女
性
会
だ
よ
り 

 

女性会恒例委員会対抗 

ゲームの様子[写真左] 

＝(有)村田旅館 

 

 

ビンゴゲームの様子 

[写真右]＝(有)村田旅館 

 

 

 

講演会の様子 [写真下 ]と睦子氏を囲んで

記念撮影[写真上]   ＝(株)丁子屋石蔵 

交流会参加者で記念撮影  

＝イノベーティブピッツェリアＹＵＵ  

 

 

 

女 性 会 

新入会員募集中 

女性会へ加入して 

視察研修会・講演会・ 

親睦交流会など 

一緒に活動しましょう！ 

会費：年額６,０００円 
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一緒に楽しく活動しませんか。青年部・女性会新入会員募集中！ 

新規加入会員のご紹介（令和７年４月１日～令和８年３月３１日） 

事 業 所 名 代 表 者 業  種 地 区 名 

 井 上 晴 美 大工 屋地 

行基社 泊   明 見 林業・不動産 地区外 

アール整骨院 酒瀬川 勇 介 療術業 本町４区 

ユウダイ工業 酒瀬川 広 樹 鉄鋼製品の設計・製作 益山 

みかさ商会 東 郷 慶 子 食品販売 地区外 

ヤマトラーメン 中 島   聡 飲食業 村原 

自家製麺ゆめみし 橋 口 雄 飛 飲食業 小松原 

株式会社廣瀬フードシステム 廣 瀬 祥 光 飲食業 本町東区 

株式会社恋島コンクリート 森   成 秋 生コンクリート製造・販売 地区外 

個室焼鳥とりふく加世田店 西   勇 二 飲食業 本町３区 

結百演美 堂 福 恭 嗣 サービス業 地区外 

Brave Design Works 坂 上 勇 樹 サービス業 宮原 

九州化学株式会社 宋   暁 丹 再生粒子の製造、加工及び販売 宮原 

有限会社ﾚｽﾄﾗﾝｸﾞﾙﾏﾝブルドッグ 今 村 慎 介 飲食業 川畑 

とんぺい 郷   和 則 縁日系 地区外 

ナイトパブ再会 中 村 香津代 飲食サービス業 本町中央区 

若松保険事務所 若 松 典 子 損保代理店 武田 

出水家 長 原 一 孝 飲食業 地区外 

Platalea Cycles 岩 尾 啓 太 自転車小売業 本町３区 
 

☆ご入会ありがとうございます☆ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫 

加
世
田
支
店
が
、
新
し
く 

店
舗
を
構
え
、
二
月
二
十 

四
日
（
火
）
午
前
八
時
三 

十
分
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ 

ー
が
開
催
さ
れ
、
当
所
か 

ら
は
井
料
英
明
副
会
頭
が 

出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト 

に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

と
て
も
き
れ
い
な
新
店 

舗
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
行
か 

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

三
月
二
十
日
（
金
・
春
分
の
日
）
、 

加
世
田
ゆ
め
ぴ
か
本
町
通
り
に
お
い 

て
、
第
四
十
六
回
「
え
び
す
百
縁
市
」 

が
、
午
前
十
時
の
音
花
火
の
合
図
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
店
で
は
、
百
円
商
品
や
百
円 

引
き
の
商
品
を
販
売
し
、
ポ
シ
ェ
ッ 

ト
広
場
で
は
玉
子
や
焼
き
芋
を
百
円 

で
販
売
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お 

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

に
参
加
し
、
お
菓
子
や
シ
ー
ル
を
も 

ら
っ
て
大
喜
び
で
し
た
。 

 

 

 

 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
加
世
田
支
店 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

南
さ
つ
ま
百
円
商
店
街
第
四
十
六
回
「
え
び
す
百
縁
市
」 

（
主
催
：
加
世
田
本
町
通
商
店
街
振
興
組
合
） テープカットの様子  

＝鹿児島相互信用金庫加世田支店  

午
前
十
一
時
～
玉
子
販
売
の
様
子 

＝
ゆ
め
ぴ
か
本
町
通
り 

ポ
シ
ェ
ッ
ト
広
場 
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新たな取り組みをお考えの方、「中小企業の経営革新」のご利用を！ 

【２０２６(令和８)年度 南さつま商工会議所各種検定試験のご案内】 
 

●簿記･･･会社の中身を知り、経営管理能力を身に付ける基礎技能です。単なる記帳能力を超えて、 

コンサルティングの実力を身につける第一歩です。 
 

●珠算・暗算・段位認定･･･単純な計算なら電卓でも充分ですが、数学的な思考力や集中力、記憶力 

など、知的センスを磨くためには｢そろばん｣が効果的です。 
 

●かごしま検定･･･マスター（標準クラス）、シニアマスター（上位クラス）、グランドマスター（最 

上位クラス）からなり、鹿児島の自然、歴史、文化、地域の特徴、政治・経済・産 

業の分野から出題されます。 
 

検定試験

種   目 
検定試験施行日・回・級 申 込 期 間 受 験 料（税込） 

日  商 

簿  記 

2026 年 ６月１４日（日）第 173 回 

1 級～3 級 

4 月 27 日(月) 

～ 5 月 18 日(月) 
1 級：8,800 円 

2 級：5,500 円 

3 級：3,300 円 

2026 年１１月１５日（日）第 174 回 

 1 級～3 級 

9 月 28 日(月) 

～10 月 19 日(月) 

2027 年 ２月２８日（日）第 175 回 

 2 級・3 級 

1 月 12 日(火) 

～ 2 月 1 日(月) 

珠  算 

・ 

暗  算 

2026 年 ６月２８日（日）第 237 回  

珠算 1 級～10 級 暗算 1 級～10 級 

5 月 11 日(月) 

～ 5 月 28 日(木) 

【珠算】 

1 級：2,800 円 

準 1 級：2,400 円 

2 級：2,000 円 

準 2 級：1,900 円 

3 級：1,800 円 

準 3 級：1,500 円 

4～6 級：1,200 円 

7～10 級：1,000 円 

【暗算】 

1～3 級：1,200 円 

準 1～準 3 級：1,200 円 

4～6 級：1,100 円 

7～10 級：1,000 円 

2026 年１０月２５日（日）第 238 回 

珠算 1 級～10 級 暗算 1 級～10 級 

9 月 7 日(月) 

～ 9 月 24 日(木) 

2027 年 ２月１４日（日）第 239 回 

珠算 1 級～10 級 暗算 1 級～10 級 

12 月 21 日(月) 

～ 1 月 14 日(木) 

段位認定 

2026 年 ６月２８日（日) 第 147 回 

十段から準初段 

5 月 11 日(月) 

～ 5 月 28 日(木) 
珠算・暗算：3,500 円 

珠算のみ：3,000 円 

暗算のみ：1,500 円 

2026 年１０月２５日（日) 第 148 回 

十段から準初段 

9 月 7 日(月) 

～ 9 月 24 日(木) 

2027 年 ２月１４日（日) 第 149 回 

十段から準初段 

12 月 21 日(月) 

～ 1 月 14 日(木) 

かごしま 

検   定 

2026 年 ６月 ７日（日)  

グランド・シニア・マスター 

4 月 1 日(水) 

～ 5 月 8 日(金) 
グランド:4,400 円 

シ ニ ア:3,300 円 

マスター:3,300 円 

2026 年 ９月 ２日（水)  

シニア・マスター 

6 月 29 日(月) 

～ 8 月 7 日(金) 

2027 年 １月３１日（日)  

グランド・シニア・マスター 

11 月 16 日(月) 

～ 12 月 18 日(金) 
 

●東商検定● 

東京商工会議所（東商検定）が実施している、カラーコーディネーター・ビジネス実務法務・福祉住

環境コーディネーター・ｅｃｏ（環境社会）・ビジネスマネジャーの検定試験があります。 

詳 し く は 、 同 封 し て あ り ま す チ ラ シ を ご 覧 い た だ き 、 東 京 商 工 会 議 所 検 定 セ ン タ ー 

［https://kentei.tokyo-cci.or.jp/］へお問い合わせください。 

※東商検定につきましては、南さつま商工会議所窓口ではお申し込みできません。 




